
令和５年２月６日 

総務部防災課 

 

令和４年度 駕籠町小学校避難所総合訓練の実施結果について 

 

１ 実施日時等 

⑴ 日 時 令和５年２月５日（日） 8 時 30 分から 11 時 30 分まで 

 ⑵ 場 所 駕籠町小学校 

⑶ 参加者  

所属 人数 

駕籠町小学校避難所運営協議会役員 21 

区民（体験型訓練参加） 169 

学校関係者・PTA 4 

防災関係機関等（小石川医師会・小石川歯科医師会・文京区薬剤師会・

小石川消防署・富坂警察署・文京手話会・日本郵便株式会社・一般社団

法人東京都トラック協会文京支部） 

19  

区職員（災害対策本部委員含む） 33 

合計 246 

 

２ 訓練内容 

⑴ 避難所運営訓練 

避難所運営訓練、体験型訓練の二つに分けて実施した。 

なお、避難所運営訓練においては、避難所開設キットを使用し、訓練を実施した。 

ア 初動対応訓練 

(ｱ) 避難所の正門を開錠 

(ｲ) 備蓄倉庫からキットを取り出す。 

(ｳ) 区職員による災害対策本部への連絡 

(ｴ) 避難者の待機誘導 

(ｵ) 区職員による事前受付の設置 

(ｶ) 掲示物の貼り出し 

(ｷ) 施設内の安全点検 

(ｸ) 施設内のライフラインの確認 

(ｹ) 受水槽の確認 



(ｺ) 区職員による災害対策本部への連絡 

(ｻ) 土足禁止スペースの特定 

イ 各班訓練（初動対応終了後） 

(ｱ) 総務情報 

・ 受付訓練 

・ 災害時特設公衆電話設置訓練 

(ｲ) 避難者援護 

・ 居住スペース確保訓練 

・ パーティションの設営 

(ｳ) 救護衛生 

・ 医療救護所設営訓練 

・ 避難所内の衛生管理 

・ トリアージ補助訓練 

・ 応急手当 

・ トイレ設営訓練 

(ｴ) 給食物資 

・ 照明機材の設置訓練 

・ 備蓄倉庫確認訓練 

 

⑵ 物資搬入訓練 

一般社団法人東京都トラック協会文京支部による物資の搬入訓練を行うとともに、避難所で 

の受入れ訓練及び物品管理を行った。  

①駕籠町小学校に救援物資の搬入 

②昇降口に救援物資を運搬 

③救援物資の搬入された品と数の確認 

 

⑶ 体験型訓練 

発災時に想定される状況の初期対応を体験した。 

①初期消火訓練（水消火器、まちかど防災訓練車） 

②煙体験ハウス 

③地震体験車 

④医療救護所体験（トリアージ体験） 

⑤防災クイズスタンプラリー 



 ⑷ YouTube でのライブ配信の実施 

   YouTube のライブ配信機能を活用し、オンライン上でリアルタイムの配信を実施した。また

当日は、避難所開設手順の説明や防災課職員へのインタビューを交えて配信した。 

 

⑸ 展示ブース 

① 富坂警察署 

② 日本郵便株式会社 

 

３ 訓練参加者意見 

  ⑴ 避難所設備の確認にて、備蓄倉庫及び受水槽等の場所は把握できましたか。 

    ・夜は危険だと思いました。受水槽周囲を掃除する必要があると思いました。 

    ・まず主事室に行かなければ鍵が開かないという事を入口に掲示してださい。 

    ・受水槽を初めて見ました。1 階のトイレは水道直結が良いと思います。 

 

  ⑵ 避難所開設キット（行動手順書）を使用した避難所開設の流れは、理解できましたか。 

    ・繰り返し訓練が必要です。簡単な標示を倉庫に貼っておくのも良いと思います。 

    ・実際に使う時落ち着いて出来るように訓練したい。 

 

  ⑶ 避難所開設キットについて、ご意見やご質問、もっとこうしたほうが良いなどの改善事項 

があればご記入ください。 

 ・張り紙に漢字が多く、子どもや外国人の避難者に伝わらないのではと感じた。 

 ・掲示物にふりがなや英語表記があるといいと思いました。 

 ・開設できなかった場合の掲示物が必要。 

 ・使ってみないとわからないので、実際に自分の手でやってみたい。 

 

  ⑷ 新型コロナウイルス感染症の現状を踏まえ、避難所の開設・運営に当たって、ご意見やご 

質問、もっとこうした方が良い等の改善事項があれば、ご記入ください。 

 ・平常時から子どもから大人まで避難所でのマナーを周知したほうが良いのではないか。 

 ・体育館の土足禁止は理解できたが、靴の置場、保管などがイメージしづらかった。 

・事前受付設置が、区職員の到着を待たなくてはならず、対応が難しいと思った。 

   

⑸ 避難所で行う訓練以外に町会等で共助を高める取り組みとして必要だと思うものを、ご記 

入ください。 



・訓練（14 件）・防災講話（6 件）・町会ごとのハザードマップ（10 件） 

・常日頃災害について意識しておくことが大切。 

・机上訓練だけでも良いので、年２回くらい開催してほしい。 

・町会単位で出来ることがあれば、訓練を実施したい。 

 

  ⑹ その他、訓練全体で印象に残ったことや、ご意見・ご要望等があればご記入ください。 

    ・ご高齢の方が多かったので、もっと若い方にも参加してほしい。 

    ・年一度は訓練したい。災害はいつ起こるかわからないので、その時に忘れてしまわない 

ようにしたい。 

    ・避難所ごとに受水槽の位置が異なるので、体験出来てよかったです。 

 

４ 訓練写真 

  ①避難所運営訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②物資搬入訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ③体験型訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  ④YouTube でのライブ配信 

地震体験車 まちかど防災訓練車 

防災クイズスタンプラリー 


